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	 高ピークパワーレーザーの開発は、レーザー

核融合、中性子発生、レーザー加速などの様々

なアプリケーションの実用化にとって、より一

層重要になっていきている。光パラメトリック

チャープパルス増幅(OPCPA)は原理的に熱負

荷のない広帯域増幅として注目されている。 

	 広帯域 OPCPAを用いた GENBUシステムで

は、100Hz の高繰り返し、5TW の高ピークパ

ワー、10fs の短いパルス幅を目標としており、

OPA に用いる結晶として採用される p-DKDP

のゲイン帯域幅を評価するために 850-1350 nm

の広いスペクトル帯域幅を有するシグナル光

が必要となる。本実験では、HCF(Hollow core 

fiber)によって得た 200nm 程度の広帯域なスペ

クトルを XPW(cross-polarized wave generation)

によってさらに拡張した。 

	 XPW は 3次の非線形光学効果で起こる縮退

四波混合であり、発生する XPW光は入射光の

強度に依存するため、パルスコントラストの改

善に利用される。一般に、XPW 光のパルス幅

は入射光の1 3倍となり、同時にスペクトル

幅は 3倍となるので、この効果を利用してシ

グナル光のスペクトル幅を広げた。凹面ミラー

(f = 1000mm)の焦点より後方に BaF2結晶を配

置することで入射光の強度を緩やかに変化さ

せ、消光比 4桁以上のグランポラライザーによ

って XPW光のみを取り出し、スペクトルを測

定した。 

その結果、最大 11.5%の XPW変換効率が得ら

れ、図 1に示すようにシグナル光のスペクトル

は入射光に比べて 1.5 倍以上の 300nm 以上に

拡大された。	

	

 
図 1 BaF2結晶 2枚で効率 11.5%のときの
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